高等学校における校内支援体制づくりについて
～「わかる授業」づくりのチェックシートの改善 ～

高知県立中芸高等学校　教諭　田中祥裕

１　はじめに
⑴　Ａ校の生徒の現状　　
Ａ校には、発達障害のある生徒、学力的・家庭的・経済的に厳しい状況の生徒など、多様な生徒が入学してくる。アンケート結果などからも、学校生活において自己肯定感が低く、コミュニケーションや集団参加に課題を抱えている生徒が多く在籍することがわかっている。
　⑵　Ａ校のこれまでの取組
このような実態を全教員が共通認識したうえで、発達障害理解に基づく教育相談やユニバーサルデザインを意識した「わかる授業」づくりについての研修や実践に取り組んできた。そこでは、発達障害のある生徒や、自尊感情が低く他者とのコミュニケーションがうまく築けない生徒はもとより、すべての生徒にとってわかりやすい授業を行うことにより基礎学力の向上をはかるとともに、自己理解・他者理解を含む人間関係づくりの活動を重視した。そうして、生徒自身が自己の在り方、生き方を考える力を身に付け、将来の進路実現を目指すという取組につなげていった。
このようなＡ校の授業改善は、平成22・23年度文部科学省「高等学校における発達障害支援モデル事業」の指定を受け、教員全体で生徒支援に取り組むという姿勢からスタートした。教員全員が等しく行える生徒支援の場は授業であり、特別な支援を必要としている生徒にも、他のすべての生徒にとっても、「わかる授業」を中核として全教員が継続可能な生徒支援体制を構築してきた。
平成24年度にはキャリア教育に関する研究事業「発達障害等のある生徒に対する授業方法や評価方法等の工夫」の指定を受け、これまでの成果と課題について引き続き学校全体の協働体制を組み、生徒一人ひとりの理解とユニバーサルデザインの授業による「わかる授業」づくりに取り組んだ。特に「わかる授業」づくりの取組の１つとしての「授業改善シート」の活用では、これまでの反省から、単なる「生徒がわかる授業」でなく、教員が「生徒の実態がわかる授業｣を意識した授業づくりができるように工夫した。

２　研究の目的
本年度も引き続き学校全体の協働体制のもと、１年間の実践的研究を続けることとしたが、生徒対応に追われる教員の多忙感を軽減しながらも、より有効かつ継続的な生徒支援体制とするため、新たに「授業改善のチェックシート」を試作し、教員の自己目標の設定や面談、評価にも活用することとした。

３　研究方法
⑴　「授業改善シート」の改善
　　これまでの「授業改善シート」は、表１のように「すべての生徒が『わかる』『できる』授業づくりガイドブック」（高知県教育委員会，2013）のユニバーサルデザインに基づく授業ポイントを参考にしたシートであった。昨年度末の反省で、本シートの課題として教員側より「記入の煩わしさ」、「年２回の公開授業のためのシートになっている」、「生徒の特性から考える課題の改善点が毎年同じになる」などの意見があった。そこで、記入形式であったユニバーサルデザインに基づく５つの授業ポイントを、生徒の特性を考えた改善ポイントとした項目に改め(表２)、その項目と生徒の自己評価アンケート(表３)から確認できるチェックシートを作成することとした。このシートの作成と活用により、年間を通して全教員が授業改善に取り組む意識を持つことを促した。また、定期的な振り返りの機会を設けることにより、他の教員からの意見も得やすく、共有しやすくなると考え、データ処理の容易さ、見やすさといった点について考慮し改善に取り組んだ。
 (
表
１　これまでの授業改善シートと
記入
例
)
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表
２　授業改善シート
)
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表
３　生徒自己評価シート
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⑵　年間計画　
　実践を行うにあたっては次の点に考慮し、図１の年間計画を立てた。
・１学期中間考査までの授業を振り返りチェックする。その際にはチェックポイントを考え、次回（1学期末考査）までの目標を絞る。
・１学期末考査までにチェックし、１学期の反省職員会で改善点の明確化を行う(７月)。
・２学期末考査までにチェックし、生徒へアンケートを取る。研修会で改善点の明確化、共有、振り返りを行う（12月）。
・学年末考査までにチェックし、生徒アンケートを行う。年度末反省職員会で来年度に向けて、まとめ、振り返りを行う（３月）。
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 (
図１
　年間計画
)
４　研究実践
⑴　実践
表４は１学期中間テストまでから２学期考査までの全教員の各チェック内容に関する評価回答の平均、表５は生徒自己評価シートの各評価の内容の評価回答の平均、図２は表４、表５の集計をもとにした全教員と生徒の項目ごとの平均を表したチャートである。
 (
表４
　全教員の評価
回答の
平均
)
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表５
　生徒自己評価アンケートの各評価
回答
平均
)
[image: ]














[image: ][image: ]











 (
図２
　
チャート図
)
ア　考察１
図２のチャートでみると、教員の平均値は学期を経るにつれ、全体的に外側に広がっており、各々が授業改善の取組を真摯に続けていることがわかる。特に、「Ⅲ活動内容」については、1学期前半と比べると大きく広がっており、意識的に取り組む教員が増えることによって、生徒の積極的な改善がみられるようになったと考えられる。
ただ、チャートの右半分、「Ⅰ環境」の整備や「Ⅱ情報伝達」、「Ⅲ活動内容」などは教員の努力と成果が着実に伸長する一方、「Ⅳ教材・教具」の有効使用を研究しそれによって生徒の授業への意欲・関心を増大させること、「Ⅴ評価規準」を見直し生徒に正しく理解させることによって授業への自信を抱かせることの２点については、教員の意識も生徒の受け止め方にも課題が残ることがわかった。
イ　考察２
教員個々の「チェックシート」と、その教員が授業を担当する生徒の自己評価シートを合わせた図３については、教員各自に自分のものだけを開示し、自己の授業改善に活用するだけでなく、管理職との面談にも活用した。チャートにあらわれた授業への意識改善や生徒の評価を面談に取り入れ、成果と課題を具体的に話し合うことができ、管理職からも使いやすいとの評価を得た。
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 (
図３
　教科担当教員
と担当教科生徒自己評価
（例）
)

図３は、勤務歴が比較的長く、生徒理解も十分で、生徒の実態に合わせたわかりやすい授業ができる教員の自己評価と、授業を担当する生徒の自己評価を対照させたグラフである。これまでの授業においては基礎基本の充実を最優先にしているが、本年度は授業改善をいっそう意識して、生徒同士の活動を意識的に導入した。その成果が、「Ⅱ授業について理解できる」「Ⅲ授業に意欲的に取り組む」といった点について、生徒の自己評価を高めたと考えられる。教科担当者の自己評価だけでなく、生徒の自己評価と対照させて見ることで、授業の成果と課題についてより具体的に検討することができた。
⑵　チェックシート活用等についての振り返り
取組に関するアンケート調査を教員に実施し、以下のような結果と意見を得た。
ア　チェックシートの取組
	取組やすかった
	68％

	どちらかといえば取組やすかった
	20％

	どちらかといえば取組にくかった
	　６％

	取組にくかった
	　６％


・設定した目標をチェックシートという形で残すことで、いつでも確認することができ、定着させることができた。
・基本を思い出すこともできて、授業づくりの見直しができた。
・チェック項目が具体的で評価しやすかった。
・自分自身の授業で何が不足しているのか、十分にできている点がどういうところにあるかなどがわかりやすい。
・具体的に項目に出されているのでチェックしやすい。
・項目を検討する必要があると思います。年度ごとに修正することが必要だとも思います。
イ　チェックシートの内容
	よかった
	50％

	ほぼよかった
	38％

	あまりよくなかった
	　６％

	よくなかった
	　６％


・振り返りができてよかったです。
・次回までの目標があり、短期と長期の目標を意識して取り組める。
・実技の授業に適さない項目があるので、その点の改善をお願いしたい。
・分かりにくい項目があった。教科によって適さない項目があるのでは。
・全てが実現すべき内容だとすると、あまり現実性はないような気がする。
ウ　生徒自己評価シート　
	参考になった
	62％

	どちらかといえば参考になった
	38％

	どちらかといえば参考にならなかった
	　０％

	参考にならなかった
	　０％


・自分の今の課題、改善点がより明確になった。
・改善の参考になった。
・生徒理解に非常に役立っている。
・自分と生徒の認識の違いに大差があった。
・授業での生徒の状態が非常にわかりやすい内容だと思う。
・一部適当に回答している生徒もいるのではないか。
・実態とは違う気がする。
エ　チェック、生徒アンケートの時期・回数
	６月、１１月　　　　　　　　　　　２回
	31％

	学期ごと　６月、１１月、２月　　　３回
	56％

	年１回　　６月か１１月　　　　　　１回
	13％

	その他
	　０％


・自己チェックは学期ごと３回。生徒は２月を含む１～２回。
オ　８月のユニバーサルデザインの授業、１２月の授業改善の工夫、２つの研修会
	参考になった
	88％

	どちらかといえば参考になった
	　６％

	どちらかといえば参考にならなかった
	　６％

	参考にならなかった
	　０％


・今後の自分の在り方を見直すきっかけになった。
・メディア教材を活用するきっかけにはなった。
・今、内容をすぐに思い出せないので、そういうことかなと思う。

５　成果と課題
１回目の振り返りで、１年を通した「わかる授業づくり」チェックシートの改善から明らかになった授業改善のチェックポイントをまとめてみたところ（表６）、教科の特性による部分もあるが、座席の工夫や指示の仕方、授業の流れを理解させるコツや評価についての気づきがあげられている。そこで、本年度途中からの取組として、それらのチェックポイントを観点とした授業改善を、各々の教員で仮説を立てて行い(表７・８)、２学期末の反省職員会の場で持ちより、グループで共有しながら、次学期及び次年への課題として継続的に発展させていくこととした。
チェックシートの作成と利用により見えてきた個々の課題と成果が、いっそう具体的に現れてきたが、教員個々で検討した内容を同僚と共有し、再び教員個々で検討するというサイクルの中で、教員一人ひとりのスキルが向上するだけでなく、全体として取り組むべき点も明らかになってきている点が成果としてあげられる。
なお、教員及び生徒アンケートの内容について、今後も修正が必要である。たとえば、「一部適当に回答している生徒もいるのではないか」という指摘に関しては、生徒へのフィードバックの仕方を工夫することによって生徒の意欲を引き出していきたい。また、生徒に自信をつけさせる評価の工夫について、アクティブラーニングなど生徒が活動できる授業の工夫を考えていく必要がある。
今後は、これまでの活動を、個々の取組から学校全体への取組へと転換することができるように、本チェックシートをもとに、教員に他教科への授業参観を積極的に行ってもらい、今後のユニバーサルデザインの授業の確立と汎用性についてさぐっていきたい。また、授業力のある教員のスキルをもとに学び合うだけでなく、授業における個々の生徒の動きと、生徒が「わかる」実感を持つことをめざして、教員の改善ポイントについて教員間で確認し、授業での生徒の良さを発見することにつなげていきたい。そして、Ａ校のような小規模でも、学びづらさを有する生徒への支援に活用できる方策として、今後も学校をあげて「わかる」ことを大切にする授業改善に取り組んでいきたい。
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表６
　振り返り１回目の授業改善のチェックポイント
)
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表７
　振り返り２回目での工夫シート
)
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表８
　振り返り２回目での
各教科の仮説
)
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高知県教育委員会（2013）「すべての子どもが『分かる』『できる』授業づくりガイドブック」
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項    目   評価の内容   ４   ３   ２   １  

Ⅰ   落ち着いて授業 に取り組む   黒板・黒板周辺がきれい に 整理 されている          

礼をすることで授業と休み時間の切り替えができている          

落ち着いて 学習に 取り組める 座席となっている          

Ⅱ   授業について 理解で きる   授業中の先生 の 質問 が 理解できる          

授業中 先生 が何を話しているか 聞き とることができる          

先生 の 授業中の 板書が分か る          

Ⅲ   授業に 意欲的に取り組む   授業の ねらいや目標が分か る          

授業の進め方が分か る          

授業中、 生徒同士の話し合いができ てい る          

Ⅳ   授業に 興味・関心をもつ   授業で出された 課題やプリントが答えやすい          

授業で配られた プリント に 意欲的に取り組 むことができる          

教室のモニターを見ることで興味・関心が持 つことができる          

Ⅴ   授業を通して 自信がつく   先生からの声が けによって学習への自信がついた          

授業中の 発言や発表によって学習への自信がついた          

ノートやプリントなど の 提出物 に 取り組むことで学習への自信がつい た          
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１学期中間前1学期末 2学期末

黒板・黒板周辺をきれいにしておく

3.12 3.29 3.41

関係のない物は、机上に出させない

3.12 3.29 3.47

座席の配慮や礼の確認

3.06 3.24 3.35

Ⅰ　環境

9.29 9.82 10.24

指示語を多用せず、指示は１つずつ

2.35 2.59 2.71

板書のわかりやすさ（色分け等）

2.65 2.76 3.06

分かりやすい声のトーンや速さ

2.53 2.82 3.00

Ⅱ　情報伝達

7.53 8.18 8.76

本時のねらい・授業の流れ・作業や活動の手順の

提示・指示

2.47 2.88 2.94

具体物の活用やペア・グループ活動など

2.18 2.53 2.65

課題のスモールステップ

2.59 2.76 2.88

Ⅲ　活動内容

7.24 8.18 8.47

ワークシートの活用・工夫

2.82 2.82 3.00

視覚的教材（パワポ、拡大コピーなど）

2.12 2.47 2.59

体験的学習に必要な教材・具体物の活用（新聞、

雑誌など）

2.18 2.18 2.24

Ⅳ　教材・教具

7.12 7.47 7.82

発言・発表の肯定的評価

3.12 3.24 3.29

授業中

1

回の評価ができる活動

2.41 2.59 2.82

ノートや課題プリント、ワークシートの評価の仕

方の工夫

2.59 2.76 3.06

Ⅴ　評価規準

8.12 8.59 9.18
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礼をすることで授業と休み時間の切り替えができている 3.53

落ち着いて学習に取り組める座席となっている 3.58

10.92

授業中の先生の質問が理解できる 3.63

授業中先生が何を話しているか聞きとることができる 3.69

先生の授業中の板書が分かる 3.71

11.02

授業のねらいや目標が分かる 3.65

授業の進め方が分かる 3.60

授業中、生徒同士の話し合いができている 3.53

10.78

授業で出された課題やプリントが答えやすい 3.54

授業で配られたプリントに意欲的に取り組むことができる 3.53

教室のモニターを見ることで興味・関心が持つことができる 3.22

10.29

先生からの声がけによって学習への自信がついた 3.42

授業中の発言や発表によって学習への自信がついた 3.43

ノートやプリントなどの提出物に取り組むことで学習への自信がついた 3.42
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Ⅰ　環境

黒板・黒板周辺をきれいにしておく

関係のない物は、机上に出させない

座席の配慮や礼の確認

Ⅱ　情報伝達

指示語を多用せず、指示は１つずつ

板書のわかりやすさ（色分け等）

分かりやすい声のトーンや速さ

Ⅲ　活動内容

本時のねらい・授業の流れ・作業や

活動の手順の提示・指示

具体物の活用やペア・グループ活動

など

課題のスモールステップ

Ⅳ　教材・教具

ワークシートの活用・工夫

視覚的教材（パワポ、拡大コピーな

ど）

体験的学習に必要な教材・具体物の

活用（新聞、雑誌など）

Ⅴ　評価規準

発言・発表の肯定的評価

授業中1回の評価ができる活動

ノートや課題プリント、ワークシー

トの評価の仕方の工夫

・定期考査での問題の工夫を考える。

・本読み、発言の順番を考える。

・客観的評価できる手段。

・間違いを恐れず取り組む姿勢を養う。

・活動に積極的に取り組ませる。

・評価規準を明確にする。

・宿題を添削する。(コメントをつける）

・自分で解く時間を与える。

・生徒の自信につながる評価を行っていく。

・作業の遅い生徒のフォローを十分に行っていく。



チェックポイント

・静かに授業を受けれる場の雰囲気をつくる。

・礼の確認、座席の配慮。

・座席編成の配慮。

・準備のできていない生徒への指導を徹底。

・グループ分けの配慮。

・黒板周辺の整理。

・落ち着きをもって1つ1つの作業を丁寧にさせる。

・不用物をださせない。

・指示は1つずつを目指す。

・板書計画をきっちり作る。

・説明のスピードを考える。

・複数の作業をさせない工夫。

・指示のシンプルさを考える。

・早口でたくさんの情報を入れないようにする。

・板書の色分けを工夫する。

・色チョークを場合ごとで統一する。

・聞く、書くを統一する。

・難しい表現やあいまいな表現を使わない。

・より分かりやすい表現を意識していく。



・ペア・グループ活動へ持って行けるよう工夫を考える

・具体物を用意する

・ねらい・授業の流れを示す。

・本時の狙いを明確にする。

・流れを目に見える形で提示するように心がける

・教え合いの時間をつくる

・グループ活動の際、なるべく全員に役割が与えられるよう工夫して

　いく。

・興味・関心を持てる学習素材をできるだけ見つける。

・パワーポイントの工夫。

・効果的な提示方法のタイミング。

・インターネットの活用。

・視聴覚的教材を取り入れる。

・演習プリントを活用する。

・視聴覚的教材を取り入れる。

・見やすく、分かりやすく、興味を引く教材を工夫する。

・ワークシートを活用し、生徒の理解度やつまずきを把握する。
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image12.emf

image1.emf

image2.emf
平成２７年度    チェックシート   教科   （        ）    担当者   （                     ）       ４…毎時間できている   ３…ほぼできている   ２…あまりできていない   １…できていない  

項目   チェック   内    容   （来年度に向けての反省・目標）   １学期中間考査前まで   1 回目   2 回目  

４  ３  ２  １   ４  ３  ２  １   ４  ３  ２  １  

落ち着いて学習に取り組む   Ⅰ   環境の工夫   黒板 ・黒板周辺 をきれいにしておく                 

関係のない物は、机上に出さ せ ない                 

座席の配慮 や 礼 の確認                 

（ 来年度に向けての反省・目標 ）   （次回までの目標）   （次回までの目標）   （次回までの目標）  

全員に伝わる   Ⅱ   情報伝達の工夫   指示語を多用 せず、 指示は１つずつ                 

板書の わかりや すさ（色分け等）                 

分かりやすい 声のトーンや速さ                 

（ 来年度に向けて反省・目標 ）   （次回までの目標）   （次回までの目標）   （次回までの目標）  

意欲的に取り組める   Ⅲ   活動内容の工夫   本時のねらい ・ 授業の流れ・作業や活 動の 手順の 提示 ・指示                 

具体物の活用や ペア・ グループ 活動 など                 

課題のスモールステップ                 

（ 来年度に向けて反省・目標 ）   （次回までの目標）   （次回までの目標）   （次回までの目標）  

興味・関心をもてる   Ⅳ   教材・教具の工夫   ワークシートの 活用・工夫                 

視覚的教材 （パワポ、拡大コピーなど）                 

体験的学習に必要な教材・具体物の活用 （新聞、雑誌など ）                 

（ 来年度に向けて反省・目標 ）   （次回までの目標）   （次回までの目標）   （次回までの目標）  

自信がつく   Ⅴ   評価の工夫   発言・発表 の 肯定的評価                 

授業中 1 回 の 評価 が できる活動                 

ノートや課題プリント、ワークシートの評 価の仕方の工夫                 

（ 来年度に向けて反省・目標 ）   （次回までの目標）   （次回までの目標）   （次回までの目標）  

         提出   1 回目・・・ 1 学期期末考査前   2 回目・・・ 2 学期期末考査前   を予定しています。  


